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１．視察レポート

（1）工賃水準ステップアップ対象事業の作業の状況

　●キーワード：・小規模・多種目の作業の見直し（比較的障害の重い人が２／３以上）

・新規事業の開拓（自転車管理業務と配食サービス）

・ 事業開始前は、下請作業（電機部品の組み立て・食品【ゆば】の袋詰め）、自主製品づくり（作業用手袋製造販売・生ゴミ発酵促進剤の製造販売・和紙製品製造販売）、委託作業（市内公園清掃・イベント機器メンテナンス）を実施。工賃の支払状況は17年度実績13,939円。現行作業の見直し（作業効率化・販路拡大などで工賃配分率を高める）を図ろうとしている。

・ 高工賃の支払える新規事業（自転車管理業務・配食サービス）に取り組むとしている。

　・ 比較的障害の重い利用者が多く利用していることもあり、これまでの利用者全員平等参加から脱却し「本当に仕事がしたい」「工賃アップを望む人」を対象とする方策に転換している。

（2）利用者の工賃アップに対する意識

　●キーワード：・利用者の変化（表情、根気、努力）が大きい

・他の利用者にも好影響が生じてきた

　・ 新規事業である駐輪場管理業務に従事する利用者（３名）は初の園外就労であり、挨拶の練習にも取り組んだ。実際の就労場面においては、駐輪場顧客の返す挨拶にも励まされ、表情も大きく変化した。

　・ 駐輪場管理業務に就く人の変化により、施設内作業に取り組む利用者にも憧れ感が出てきている。工賃アップに消極的であった利用者にも変化が生じてきている。
（3）職員の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・行きつ、戻りつ。ニーズに基づく支援で決意を新たに

・ モデル事業については施設で確認されていたが、現実になると職員から本音が出された。「無理して工賃アップは必要ない」「遊びたいも含めて利用者の思いはある」などである。長年にわたるさまざまなニーズを持つ利用者の混在（制度的な問題や就労の課題を背景に）の中での支援が続いてきた反映であり、全国どこの施設でも抱えている課題が顕在化したものであると捉えている。また、保護者への説明会での意見（保護者からの不安）にも影響された。

・ 吹っ切れた瞬間が現れた。「利用者全員平等参加」から、ニーズに基づく支援を行うとしたことからである。具体的には、従来作業を見直すことを重視する職員集団、新規事業に着手する職員集団の役割分担の合意を行った。新規事業に着手する職員の決意と努力は、その後の工賃アップに対する利用者の変化をもたらす要因となった。


（4）施設長の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・最後まで目標を堅持するリーダー

　　　　　　　　・法人と施設のコーディネーター

　・ 施設長は「自立支援法の利用料負担を上回る工賃を提供したい」とする願いをもち、今回のモデル事業に挑んだ。現実の推進にはさまざまな課題が浮上し、途中断念の事態にも及びそうであったが、最後まで目標を堅持する姿勢を保った。この姿勢なくして現在の成果はなかった。

・ 地域ネットワーク会議には地域の人々が参加し、法人役員・保護者も参加した。この人たちが工賃アップという目標に向かって主体性を持って参画していただけるようになるには、施設長としてのコーディネートの役割が不可欠であった。

（5）地域ネットワーク会議の開催状況
　●キーワード：・新たな発想や考え方を委員から学ぶことができる

・ 守山市環境経済部商工観光課、守山市健康福祉部障害者自立支援課、守山商工会、市内企業（㈲スズキテクニカ、㈱栄立電気）、市内作業所施設長、守山市社会福祉協議会の計７名の少数による地域ネットワーク会議の編成で月１回のペースで進めた。実際の会議の運営においては、事前準備（施設内での意思の統一）の不十分さが反映したが、事業の方向性や会議の進め方について課題が有りとする感想も持たれたようである。

· しかし、新規事業は委員の中からの提案が功を奏した。専門家のアドバイスは有効であった。

２．視察委員の評価

（1）対象事業（対象作業科目）選定プロセスの評価

　●キーワード：・作業見直しと事業立ち上げの２つの柱は意思統一に重要な役割

・新規事業着手と利用者ニーズの結びつけは丁寧に

・ モデル事業申請段階の意思は「下請作業中心の現状から自主製品の製造・販売にシフトを図る」とされていたが、実施段階では「現状分析・見直しと新規事業の開拓」に変更された。また、事業推進の最中に「無理は必要ない」などと職員の本音が出され、意思統一の不十分さが生じた。そこでこのことをふまえ、施設を利用される利用者のニーズの違いを認識して、求められるニーズを満たす支援の必要性が確認されたのである。支援する職員にとっては、重度の障害のある人への支援を大切にしつつ作業の効率性と見直しを追求する見直し班、新規事業で高工賃をめざす班にそれぞれ属することによって、役割ができ、支援の継続性と施設全体の中の位置づけが意識されたことが重要であったと思われる。

・ 新規事業では、初めての施設外就労に就くための利用者への事前学習の中で、利用者自身の働く意識が培われていった。配食サービスでも視察や実習の中で利用者の意識が高まり、主体性を培う丁寧な支援が行われた。一方、配食サービス作業では、事業推進の困難さに再び、職員の動揺が生じた。しかし、利用者に励まされつつ努力が継続されている。

・ 職員を含む全体合意に至るプロセスは、丁寧であったと評価できる。


（2）具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）

　●キーワード：・新規事業の一定の成果と今後の「拡大・発展」が意識されている

・既存事業の見直しは今後の取り組みにかかる

・ 新規事業の駐輪場管理事業は3名に月25,000円を支給した。4月以降は9人が月3～4万円となる。3年後には駐輪場管理事業が委託（指定管理者）される可能性が開け、さらに多くの利用者に高工賃が支給されることとなる。この事業を基礎にして、公的施設管理業務の展開をめざすこととしている。配食事業は現在2名が厨房作業の訓練中である。身近な施設ならではの「お世話・報告つき配食サービス」の展開をめざす。

・ 既存事業の見直しでは、「新和紙手漉き事業」では「びわ湖淀川水系流域紙」としての付加価値をつけた事業展開をめざす。その他、地域コミュニティービジネスとして施設機能の発揮（大津絵教室や紙漉き教室、会議室の開放など）による事業の展開をめざす。

・ 見直し事業計画や新規事業計画は創造性が豊かであり、かつ、現実を踏まえた計画であると思われる。職員の一層の意識と努力に事業の成否がかかっている。

（3）改善計画・計画実行スケジュールの評価

　●キーワード：・保護者・利用者のニーズを大切にした改善計画

　　　　　　　　・緒に就いた計画

　・ 利用者（当事者）のニーズを見つめる姿勢と保護者の個別面談の実施は、改善計画を現実化した大きな要因であった。改善計画実施の中に、一方的な施設からの提案でなく、職員の決意を込めた丁寧な説明を組み込んだことは評価に値する。

・ 半年という期間であるから計画完了は困難である。計画は緒に就いた。実施は今後に期待される。今後の計画実施のスケジュール立てと見直しの確実な作業が課題である。

（4）地域ネットワーク会議の効果についての評価

　●キーワード：・具体的な事業推進に力を発揮した

　　　　　　　　・事業計画半ば、推進にあたっては今後の協力体制の確保が必要

・ 市内の幅広い層に参加していただいたことが功を奏したといえる。とりわけ、駐輪場管理事業および公的施設管理事業の今後の発展には市および社協の協力が大切になる。

　・ 配食サービスや施設機能発揮のコミュニティービジネスも地域との結びつきが重要であり、専門家のアドバイスも重要である。今後の継続が課題であろう。

（5）コンサルタント等の指導に対する評価

　●キーワード：・コンサルタントの指導は決定的に有効

　　　　　　　　・今後の定期的な評価会議などが重要

・ 施設の歴史が長いほど挑戦・改善計画の立案と実施に「不安・とまどい・あきらめ」などが強いと思われる。コンサルタントの「職員の立ち直り」、「職員による立案・提案の姿勢の確立」への指導は決定的に有効であった。

・ プロジェクト会議の中、「施設理念」の再確認も行い、改善計画は間違っていないと確信する指導は今後の施設運営に対しても重要な指導であったと思われる。

・ 推進事業は終了するとしても計画は今後の実施如何に関わっており、「評価会議」などにコンサルタントの何らかの関係性を維持することが重要であると思われる。


（6）総合評価

　●キーワード：・一定の成果をもとに、さらに計画の実施を

　　　　　　　　・利用者のニーズを大切に機能強化を推進

・ 施設全体の動揺を生じさせつつも事業の推進を図ってきた経験は貴重である。全国には同じ課題を持つ施設も多いと思われる。この経験が全国に拡がれば大きく変わる期待が持てる。改善計画を着実に実施してきた実績と変化する利用者の「表情」「あこがれ」は創造した宝である。これは今後の計画を実施する力になる。

・ 利用者の施設に求めるニーズに着目して改善計画を実施した経験は、施設が本来持つべき姿勢の一つである。ニーズにもとづいて、多様な利用者がいる地域密着型の施設として求められる機能を施設自体が意識して一層強化することが求められる。その経験を獲得したと評価される。

３．今後の課題と展望

  ●キーワード：・法人全体の基本方針を明確にすることと地域の支援の獲得

  ・中心となる利用者の主体性獲得への支援と職員の専門性の高次化

・ 施設理念の再確認の作業で、改善計画と施設理念は統一されているとの確信を得た経験を踏まえて、法人全体の基本方針として位置づけて、一層、全構成員の力と知恵を引き出すことが大切であろう。また、地域の中にある施設として、今回の計画が地域の理解と支援によって一定の実績がつくられたことを踏まえ、今後の計画構想と照らすとき、地域との密着を一層前進させることが課題であろう。

・ 工賃アップの中心となる利用者の意欲が高まることへの支援は施設の本来機能である。利用者自身が主体的に事業に参画することが、働く力の獲得を前進させる上でも重要である。職員の支援の専門性は「生活支援」「就労支援」が対立するものではなく、施設として提供するべき支援である。獲得すべき専門性を獲得して高次化することが課題。

・ 本年度の取り組みにより、立てられた計画を実行することが何よりも重要な課題である。そのことが、滋賀と全国の施設を励ますことになる。
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